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戦
後
歴
史
学
の
中
で
日
本
古
代
の
祭
祀
、
神
話
の
研
究
を
牽
引
し
て

こ
ら
れ
た
岡
田
精
司
先
生
が
、
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
五
日
に
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
八
十
九
歳
。
先
生
は
一
九
二
九
年
十
二
月
二
十
三
日
、
東

京
生
ま
れ
。
一
九
五
四
年
に
国
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
後
、

新
潟
県
、
滋
賀
県
の
高
校
で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
研
究
を
進
め
、
大
阪
工

業
大
学
に
着
任
。
一
九
七
〇
年
、『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』（
塙
書

房
）
を
刊
行
し
、
一
九
七
三
年
、
大
阪
市
立
大
学
よ
り
博
士
号
が
授
与

さ
れ
る
。
一
九
八
六
年
、
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
伊
勢
神
宮
に

近
い
三
重
大
学
に
う
つ
り
、
一
九
九
二
年
に
は
第
二
論
文
集
『
古
代
祭

祀
の
史
的
研
究
』（
塙
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
九
三
年
、
三
重
大

学
定
年
退
職
後
は
名
古
屋
女
子
大
学
に
も
勤
め
た
。
先
生
は
古
代
王
権

の
祭
祀
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
近
代
・
現
代
の
天
皇
制
祭
祀
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
発
言
し
、
一
九
八
九
年
～
一
九
九
〇
年
の
「
平
成
」
の
即

位
・
大
嘗
祭
に
あ
た
っ
て
は
、
内
閣
の
即
位
の
礼
準
備
委
員
会
に
お
い

て
意
見
陳
述
を
お
こ
な
い
、
滋
賀
県
献
穀
祭
訴
訟
で
は
原
告
側
証
人
を

つ
と
め
た
。
一
九
八
一
年
以
来
、
京
都
で
松
前
健
氏
ら
と
と
も
に
祭
祀

史
料
研
究
会
を
組
織
し
、
毎
月
例
会
を
催
し
て
、
延
喜
式
祝
詞
や
儀
式

な
ど
を
輪
読
し
、
そ
こ
で
若
手
研
究
者
を
育
成
し
た
。

　

私
が
岡
田
先
生
の
学
問
と
出
会
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
、
国
学
院

大
学
の
学
部
三
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。

　

鈴
木
靖
民
先
生
の
も
と
で
、
同
期
や
後
輩
の
有
志
と
岩
波
講
座
『
日

本
歴
史
』
古
代
2
の
論
文
を
分
担
し
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
勉
強
会
が
あ

り
、
記
紀
神
話
や
祭
祀
に
関
心
の
あ
っ
た
私
は
、
岡
田
先
生
の
「
記
紀

神
話
の
成
立
」
を
担
当
し
、
こ
の
論
文
を
読
み
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

あ
わ
せ
て
岡
田
先
生
の
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
も
読
み
、
記
紀

の
神
話
・
伝
承
と
王
権
祭
祀
や
国
家
形
成
過
程
と
の
関
係
を
究
明
し
て

い
く
岡
田
先
生
の
研
究
手
法
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
こ
れ
に
な
ら
っ

て
研
究
に
取
り
組
も
う
と
決
意
し
、
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
先
生
の
学

問
の
後
を
追
い
続
け
て
き
た
。

　
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
の
あ
と
が
き
に
、「
ふ
り
か
え
っ
て
み

る
と
、
国
学
院
と
い
う
環
境
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
受
け
た
も
の
が
小
さ

く
な
か
っ
た
。
特
に
神
道
考
古
学
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
上
で
神
道

祭
祀
や
民
俗
学
に
ふ
れ
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
」
と

あ
り
、
先
生
の
学
問
は
国
学
院
大
学
で
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
形
成
さ
れ
た

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
同
じ
国
学
院
で
学
ん
で
い
る
私
に
大
き

な
励
ま
し
と
な
っ
た
。

　

私
と
先
生
と
の
直
接
の
出
会
い
は
、
一
九
八
二
年
十
一
月
の
日
本
史

追
悼岡

田
精
司
先
生
と
大
嘗
祭
と
私

菊
地　

照
夫
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研
究
会
大
会
の
会
場
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
一
緒
に
い
た
関
和
彦
氏
に

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
大
会
後
、
先
生
の
ご
案
内
で
会
場
近
く
の
平
野
神

社
を
見
学
し
た
。
こ
の
時
の
こ
と
は
関
氏
に
も
印
象
深
い
思
い
出
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
た
び
た
び
二
人
の
間
で
話
題
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
の
関
氏
も
、
こ
の
三
月
に
岡
田
先
生
の
後
を
追
う
よ
う
に

亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
淋
し
い
。

　

一
九
八
五
年
、
岡
田
先
生
は
一
般
向
け
の
啓
蒙
書
『
神
社
の
古
代

史
』（
大
阪
書
籍
）
を
刊
行
さ
れ
、
私
は
国
史
学
会
よ
り
『
国
史
学
』

に
書
評
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
。
研
究
の
実
績
の
な
い
自
分
ご
と
き
に

岡
田
先
生
の
本
の
書
評
な
ど
恐
れ
多
く
て
お
断
り
し
た
か
っ
た
が
、
断

れ
る
よ
う
な
状
況
で
も
な
く
、
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
書
評
で
、
若
か
っ
た
私
は
大
胆
に
も
、
同
書
の
問
題
点
を
二
つ

指
摘
し
た
。
一
つ
は
稲
作
農
耕
祭
祀
と
神
社
と
の
関
係
が
十
分
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
出
雲
大
社
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
祈
年
祭
や
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
と
も
関

わ
る
が
、
実
は
私
は
こ
の
部
分
で
岡
田
先
生
の
お
考
え
に
い
さ
さ
か
疑

問
を
も
っ
て
い
た
。
後
者
は
、
先
生
は
出
雲
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の

論
文
で
そ
れ
な
り
の
お
考
え
を
示
し
て
は
お
ら
れ
る
が
、
ど
う
も
出
雲

は
あ
ま
り
得
意
の
分
野
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
神
社
の
古
代
史
』

は
後
に
増
補
版
が
出
さ
れ
、
宇
佐
八
幡
宮
な
ど
旧
版
に
な
か
っ
た
神
社

が
加
わ
っ
た
が
、
出
雲
大
社
が
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ

こ
で
指
摘
し
た
二
つ
の
問
題
点
は
そ
の
ま
ま
私
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
私
は
古
代
王
権
と
稲
作
農
耕
祭
祀
、
古
代
王
権
と
出
雲

と
い
う
問
題
を
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
、
私
は
初
め
て
の
論
文
を
書
い
た
。
内
容
は
ヤ
マ
ト
王

権
の
新
嘗
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
律
令
制
下
の
天
皇
の
行
う
新
嘗

儀
礼
は
、
即
位
後
最
初
に
お
こ
な
う
大
嘗
祭
と
、
そ
の
後
毎
年
お
こ
な

う
新
嘗
祭
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
毎
世
一
度
の
大
嘗
祭
に
は
畿
外
の
悠

紀
・
主
基
の
斎
田
で
収
穫
さ
れ
た
稲
が
用
い
ら
れ
、
毎
年
の
新
嘗
祭
に

は
畿
内
の
官
田
（
屯
田
）
で
収
穫
さ
れ
た
稲
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
で
は
令
制
以
前
（
大
化
前
代
）
の
王
権
の
新
嘗
は
ど
の
よ
う
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
岡
田
先
生
の
「
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ

ス
ク
ニ
儀
礼
」
論
と
い
う
有
名
な
学
説
が
あ
っ
た
。
先
生
は
、
毎
世
一

度
の
大
嘗
祭
が
前
代
の
王
権
新
嘗
の
系
譜
を
引
く
祭
儀
と
と
ら
え
、
令

制
前
代
の
新
嘗
儀
は
、
国
造
の
子
女
で
あ
る
釆
女
が
当
地
の
稲
で
調
理

し
た
飯
・
酒
を
献
上
し
、
聖
婚
を
行
な
う
王
権
へ
の
服
属
儀
礼
と
し
て

行
わ
れ
、
こ
れ
を
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
と
称
し
た
。
要
す
る
に

先
生
は
、
新
嘗
祭
の
本
質
が
、
地
方
の
諸
氏
族
の
服
属
を
表
現
す
る
食

物
貢
献
儀
礼
と
そ
れ
に
と
も
な
う
聖
婚
儀
礼
に
あ
る
と
と
ら
え
て
い

た
。

　

し
か
し
私
は
こ
の
説
に
疑
問
を
も
っ
て
い
た
。
私
は
、
令
制
前
代
の

ヤ
マ
ト
王
権
の
新
嘗
は
、
毎
世
一
度
の
大
嘗
祭
に
で
は
な
く
、
毎
年
の

新
嘗
祭
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
畿
内
の
屯
田

の
稲
を
用
い
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
祭
儀
神
話
が
タ
カ
ミ
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ム
ス
ヒ
を
指
令
神
と
す
る
天
孫
降
臨
神
話
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
を

論
証
す
る
た
め
に
、
日
本
書
紀
の
顕
宗
三
年
二
月
条
と
四
月
条
を
分
析

し
、
こ
こ
に
み
え
る
歌
荒
樔
田
と
磐
余
田
は
王
権
の
直
轄
地
で
あ
る
屯

田
で
あ
り
、
こ
の
記
事
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
新
嘗
用
の
斎
田
卜
定
に
関
わ

る
記
事
で
あ
る
と
い
う
論
文
を
作
成
し
た
。

　

岡
田
先
生
の
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
論
に
異
を
唱
え
る
内
容
の

論
文
で
は
あ
っ
た
が
、
投
稿
す
る
前
に
岡
田
先
生
の
ご
指
導
を
頂
き
た

い
と
思
い
、
電
話
で
お
願
い
し
、
原
稿
を
送
っ
た
。
数
日
後
、
岡
田
先

生
か
ら
電
話
が
あ
り
、
開
口
一
番
「
力
作
で
す
ね
」
と
誉
め
て
い
た
だ

け
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
。
口
頭
で
修
正
す
べ
き
点
や
補
足
が
必
要
な

部
分
を
指
示
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
返
送
さ
れ
た
原
稿
に
も
稚
拙
な
文

章
に
手
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
私
の
説
を
補
強
で
き
る
史
料
や
論
点
を

ご
教
示
い
た
だ
き
、
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
よ
り
質
の
高
い
論
文
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
電
話
で
の
や
り
と
り
の
中
で
、
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス

ク
ニ
儀
礼
に
つ
い
て
も
話
が
及
び
、
先
生
は
「
修
正
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
い
の

か
は
、
考
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
。

　

私
の
論
文
「
顕
宗
三
年
紀
二
月
条
・
四
月
条
に
関
す
る
一
考
察
─
大

和
王
権
の
新
嘗
と
屯
田
─
」
は
『
千
葉
史
学
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
た

が
、
岡
田
先
生
に
抜
刷
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
電
話
が
あ
り
、
こ

の
雑
誌
は
関
西
で
は
ほ
と
ん
ど
出
回
っ
て
な
い
か
ら
渡
し
た
い
人
が
い

る
の
で
抜
刷
を
あ
と
一
〇
部
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
先
生
の
心
配

り
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
令
制
以
前
の
王
権
の
新
嘗
の
本
質
を
地
方
豪
族
の
服
属
儀

礼
と
す
る
岡
田
先
生
の
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
論
は
、
先
生
の
第

二
論
文
集
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
の
第
三
章
「
大
嘗
祭
の
神
事
と

饗
宴
」
に
お
い
て
修
正
さ
れ
、
古
い
新
嘗
の
神
事
に
は
服
属
儀
礼
の
要

素
は
含
ま
れ
ず
、
神
事
の
あ
と
の
饗
宴
（
豊
明
の
宴
）
の
場
で
地
方
首

長
の
服
属
が
行
わ
れ
た
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
た
。

　

同
論
文
で
は
、
こ
の
修
正
は
、
岡
田
莊
司
氏
に
よ
る
、
令
制
以
前
の

新
嘗
の
神
饌
・
供
御
は
令
制
の
大
嘗
祭
の
そ
れ
と
ち
が
っ
て
王
権
の
直

轄
領
（
屯
田
や
御
県
）
か
ら
の
貢
納
で
あ
っ
た
と
す
る
と
指
摘
を
受
け

入
れ
て
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
岡
田
莊
司
氏
の
論
文
「
大
嘗
・
新
嘗
の

祖
型
」（『
大
嘗
の
祭
り
』〈
学
生
社
〉）
が
引
か
れ
て
い
る
。
岡
田
莊
司

氏
は
こ
れ
を
受
け
て
、
ご
自
身
の
指
摘
に
よ
っ
て
岡
田
先
生
が
ニ
イ
ナ

メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
論
を
修
正
し
た
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
で

紹
介
し
て
い
る
（
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
』
上
〈
集
英
社
〉、『
古
代

の
信
仰
・
祭
祀
』〈
竹
林
舎
〉
な
ど
）。
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
に
は
複
雑
な
背
景
が
あ
る
。

　

岡
田
莊
司
氏
の
「
大
嘗
・
新
嘗
の
祖
型
」
は
、
一
九
八
九
年
に
発
表

さ
れ
た
「
大
嘗
・
新
嘗
の
淵
源
─
倭
屯
田
を
訪
ね
て
─
」（『
大
美
和
』

七
七
号
）
に
基
づ
く
が
、
こ
の
論
文
に
は
私
の
論
文
が
引
か
れ
て
お

り
、
岡
田
莊
司
氏
が
令
制
前
代
の
新
嘗
に
屯
田
の
稲
が
用
い
ら
れ
た
と

す
る
見
解
は
、
私
の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
論
文
が
発
表



69　追悼

さ
れ
た
直
後
に
は
、
岡
田
莊
司
氏
よ
り
掲
載
誌
と
と
も
に
、
拙
稿
を
参

考
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
旨
の
お
手
紙
も
頂
戴
し
た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
拙
稿
は
岡
田
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
で
作
成

し
、
そ
の
過
程
で
先
生
も
自
説
の
問
題
点
に
は
気
づ
か
れ
て
い
た
。
岡

田
莊
司
氏
の
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
批
判
は
正
し
い
が
、
し
か
し

そ
の
批
判
は
岡
田
先
生
の
ご
指
導
の
下
で
作
成
さ
れ
た
拙
稿
に
依
拠
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
嘗
祭
の
本
質
を
王
権
に
対
す
る
地
方
の
服
属
儀
礼
と
と
ら
え
、
そ

れ
に
連
な
る
ヤ
マ
ト
王
権
の
祭
儀
と
し
て
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼

を
想
定
す
る
岡
田
先
生
の
学
説
は
否
定
さ
れ
た
。
一
方
岡
田
莊
司
氏
は

大
嘗
祭
の
本
質
を
祖
先
祭
祀
と
と
ら
え
、
そ
の
祭
神
は
古
代
以
来
皇
祖

神
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
で
あ
る
と
い
う
説
を
主
張
し
て
い
る
（『
大
嘗
の

祭
り
』〈
学
生
社
〉）。
こ
の
理
解
に
つ
い
て
、
岡
田
先
生
は
『
古
代
祭

祀
の
史
的
研
究
』
第
二
章
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
で

詳
細
に
疑
問
点
を
指
摘
し
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
私
も
こ
の
批
判

は
妥
当
で
あ
り
、
岡
田
莊
司
氏
の
大
嘗
祭
論
に
は
問
題
が
あ
る
と
思

う
。

　

今
年
、
約
三
〇
年
ぶ
り
の
天
皇
代
替
わ
り
が
あ
り
、
即
位
の
礼
、
大

嘗
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
岡
田
先
生
が
お
元
気
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の

歴
史
的
な
問
題
点
と
現
在
の
状
況
を
め
ぐ
っ
て
積
極
的
に
発
言
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
岡
田
先
生
の
即
位
・
大
嘗
祭
に
つ
い
て
の
お
考
え

は
、『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
第
一
章
～
第
四
章
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
が
、
岡
田
先
生
の
い
な
い
今
と
な
っ
て
は
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と

読
み
直
し
、
今
回
の
代
替
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
し
か
な
い
。

　

岡
田
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
先
生
の
残
さ
れ
た
業
績
の

継
承
と
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。


